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)ヽ(か″トムヽラt炊イ々力ktキ´くら,ι′の図で昨C び́ιl・じ,a ι3であファ4グ′

の図(1ヤcοにr az`′ισレイ4く 'ヽ夕,  フそ (ヽ′つ くヽフ、,(1ヤ′イ|えぐか

〃ク久にぁ、、,(嗜′ ≧ トキで,衆 ＼好縣ししく5～ /タスtん,じ後験的あ観`りに

隆たずうものであっ佐ゲ′ こ夕外 税ヽ1'Z欠りし

て′孝ヤ′によぅ孝炊,4りしとし′. こ の効な′

基礎み6クご止蒔′薇 ヤ́の角各■キ′ こぅ●しイ'Kた

し`■あうつヽじヵ契幼をキア|ヤ契″ハrVヮ (薩ソのうみ

て )ヽ春すれ1ヤ守ラi )ヽ。

現在“惟1れにと,(::ヤンル'そι多ア場″ιして,つつく′

こ́ ヤスでヽ嗜粋|にが力すうわしく′晰闊もり、りヽう

均で,堵来疼咆争チイクリイうム(株奮`りな椛ふじ

りηヾセZキ才ヽぅ. こ ″ことにっ0く嗜′猜メ′メ7K

進べえ、).              イ 、

(参 考 贅 粂 )

つなりに′未ル移練,,ィ慟翡ラケ:芳徒え猪 tnいス漏拓

χ詢水れ髭形にK鯰彿契験的術え,r_4ゅ″′|口午k孝

酪 ななれ燿樅黎象′ャェ"′″冽′PP“́いルJザ.

のψZ焼 ;グ ηヽう,すかう′牧資政′フイ.

工  薙 醐

饒 ル79-卜辮 ′9θ

“ 1々'料斎装 ′8θ

魚硫
｀
衆 θ ιθ

“̂ く,tι ,“ak嵐 2ヵ珀こ a/θ

れ ,そのに, a35

g_多 ″″ャA徘水̀焚彊ヤ寧条

D tsb44&r!,めノ%θ4フ協

139--4




